神に100％をささげる
今日、私は神に100％をささげる必要性と、そうすることを恐れるべきではない理由についてお話ししたいと思います。この点を説明するために、神に自分のすべてをささげることがなぜ重要なのかを学んだ、イスラエルの王の一人の物語を選びました。この王の名はアサでした。
ユダの手紙の王アサ ― 背景
ソロモンの死後、イスラエルは北王国と南王国に分裂した国となり、互いに戦うか、時には他国に対抗して同盟を結んでいました。北王国と南王国には、それぞれ自分たちの王がいました。
これらの争いの一つの間に、北の王は南の王を攻撃し、南へ入ることも南から出ることも人々にできなくする封鎖を始めました。当時の南王国の王はアサという名の人でした。聖書によれば、アサはかなり良い王でしたが、彼の一つの問題は、決して神に100％をささげなかったことでした。彼はいつも何かを差し控えていました。
さて、アサは北王国によって封鎖されていることを知ると、北王国を攻撃するために、現在シリアと呼ばれている国の指導者たちと協定を結びました。彼はこの軍事的援助の代金として、エルサレムにある神の神殿の金と銀を売り払いました。
この戦略は功を奏し、その結果、北王国は封鎖を解きました。しかし、アサは敵との戦いに勝利した一方で、神の目には戦争に敗れました。
歴代誌で、預言者ハナニを通して、問題に対するアサの解決策について神が何と言われたかを見ることができます。その箇所にはこう記されています：
⁷ その時、預言者ハナニがアサ王のもとに来て、彼に言いました。「あなたはあなたの神、主に頼まないで、シリヤの王に頼みました。そのため、シリヤの軍勢をむざむざ逃したのです。 ⁸ あのエチオピヤ人とリビヤ人の大軍が、戦車と騎兵を率いて攻めて来た時、どんなことが起こったか、お忘れではないでしょう。あなたがひたすら主により頼んだので、主は彼らをことごとくあなたの手に渡してくださったではありませんか。 ⁹ 主はその御目で全地を見渡し、心を完全にご自分に向けている人々を探し求めておられます。そのような人々を助けるために、大きな御力を現してくださるのです。あなたはなんと愚かなことをなさったのでしょう。これから、戦いの渦に巻き込まれることでしょう。」
- 歴代誌第二 16:7-9
預言者は、勝利のために神に頼る代わりに、心の100％を神の御手に委ねる代わりに、外国人の傭兵たちがその役割を果たすことを信頼したため、王を叱責します。ハナニは、同じような状況にありながら神を信頼することを選び、その結果、大きな勝利を収めたかつての王たちを彼に思い起こさせます。
次の節で、彼はアサが神を100％信頼すべきだった二つの理由を示します：
1. 神は完全に見ておられる
神の目はすべての心と状況を見通し、あらゆる選択肢を量られます。神は決して過ちを犯されません。あなたが何かを経験している、あるいは何かに直面しているのは、神の誤りによるものではありません。アサが北方に関して抱えていた問題も、完全に神の御目にあり、神の御支配の下にありました。神には解決策がありましたが、アサはそれを求めませんでした。
神を100％信頼する理由その2は、次のとおりでした。
2. 神は支えてくださるだけでなく、強く支えてくださる（9節後半）
ここには、私たちがどれほど神を信頼するかと、どれほど助けを受けるかとの間に関係があると思います。この節は、神を強く信頼する者たちに強い支えが与えられる、と述べています。神はアサを助けられました（彼は外国の軍隊を用いることによって危機を回避することができました）が、もし彼が完全に神を信頼していたなら、敵に対して部分的な勝利ではなく、完全な勝利を収めていたことでしょう。実際には、彼の献身の欠如は、彼が神を完全に信頼していたなら一度で打ち破ることができたはずのこの国との、続く苦難に表れていました。その代わりに、彼は部分的で一時的な勝利に甘んじました。
要約
では、あなたは心のどの部分を主にささげたでしょうか。おそらく、よりよい質問は、「あなたは今もどの部分を差し控えているでしょうか」ということでしょう。もしかすると、あなたの人生における不完全な勝利、障害、ストレス、そして不幸は、あなたがまだ神にささげていない心の部分にまでたどることができるかもしれません。
私の知る限り、神のためにすべてをささげた聖書中の人で、失望した人は一人もいません。あなたが信仰と希望と愛の100％を神にささげるとき、神があなたを完全に祝福してくださるように祈ります。
